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お
知
ら
せ

講
習
・

験
試

気軽に集えるまち蔵カフェ

人権それは愛
～“部落差別の解消の推進に関する法律”をご存知ですか～

 

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

 

☎
０
１
２
０
＝
０
０
７
＝
１
１
０

狂
犬
病
予
防
注
射
は

動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

植えては
いけない
けしに
ご注意

□
平
成
29
年
度
埼
玉
県
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

a
１０
月
８
日
㈰　

d
獨
協
大
学
（
草

加
市
）
、
立
正
大
学
（
熊
谷
市
）　

h
８
７
０
０
円　

e
６
月
３０
日
㈮
ま

で
。
詳
し
く
は
介
護
保
険
課
（
第
二

庁
舎
１
階
）
、
北
部
・
南
部
出
張

所
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
で
配
布
す

る
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

b

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
研
修
開
発

部
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
業
務
課
☎
０
４

８
＝
８
２
４
＝
３
１
１
１

□
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
・
救
急

員
養
成
講
習

a
７
月
１５
日
㈯
〜
１７
日
㈷
、
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１０
分
（
全
３

回
）　

d
中
央
市
民
会
館　

f
満
１５

歳
以
上
で
全
日
程
参
加
で
き
る
方
４０

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
。

救
急
員
養
成
講
習
へ
の
参
加
は
初
日

の
基
礎
講
習
検
定
の
合
格
が
必
要　

h
３
２
０
０
円
（
教
材
費
、
保
険
料

等
）　

e
６
月
１５
日
㈭
ま
で
（
必

着
）
に
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

に
コ
ー
ス
名
（
Ｃ
＝
５
）
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・

電
話
番
号
・
性
別
・
生
年
月
日
を
記

入
し
左
記
へ
。
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

＊
６
月
１
日
㈭
か
ら
、
は
が
き
の
郵

便
料
金
が
６２
円
に
な
り
ま
す

b
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
講
習

普
及
課
（
〠
330
＝
０
０
６
４
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
岸
町
３
の
１７
の
１
）
☎

０
４
８
＝
７
８
９
＝
７
１
１
７
、
D

０
４
８
＝
８
３
４
＝
１
５
２
０

□
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
養
成

講
習
会

a
７
月
８
日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
９
日

㈰
、
午
後
４
時
（
１
泊
２
日
）　

d

し
ら
こ
ば
と
キ
ャ
ン
プ
場
（
雨
天
の

場
合
は
９
日
㈰
、
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時
に
第
２
体
育
館
で
開
催
。

宿
泊
な
し
）　

g
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
料
理
経
験
等

　

f
市
内
在
住
・
在
勤
の
方　

h
１

５
０
０
円
（
保
険
料
、
食
料
費

等
）
。
雨
天
の
場
合
は
３
０
０
円　

c
寝
袋
ま
た
は
毛
布　

e
７
月
６
日

㈭
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
左
記

へ　

b
青
少
年
課
（
第
二
庁
舎
２

階
）
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病

予
防
法
で
毎
年
１
回
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
済
み

で
な
い
方
は
、
動
物
病
院
で
お
受

け
く
だ
さ
い
。

　

市
が
注
射
済
票
等
の
交
付
事
務

を
委
託
し
て
い
る
動
物
病
院
で

は
、
予
防
注
射
と
併
せ
て
注
射
済

票
（
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
が
送
付

し
た
平
成
２９
年
度
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
交
付
申
請
書
（
赤
色
は
が

き
）
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
い
始
め

た
方
は
、
併
せ
て
犬
の
登
録
手
続

き
と
犬
鑑
札
（
プ
レ
ー
ト
）
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
射
費
用
等
は
、
動
物
病
院
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
平
成
２９
年
度
集
合
狂
犬
病
予
防

注
射
事
業
は
終
了
し
ま
し
た

＊
市
が
注
射
済
票
等
の
交
付
事
務

を
委
託
し
て
い
る
動
物
病
院
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

b
生
活
衛
生
課
☎
９
７
３
＝
７
５

３
２

　

大
麻
は
法
律
で
栽
培
・
所
持
な
ど
が
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
「
け
し
」
に
は
法
律
で
栽
培

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
種
類
が
あ
り
ま
す
。
疑

わ
し
い
も
の
を
発
見
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

b
埼
玉
県
春
日
部
保
健
所
☎
０
４
８
＝
７
３

７
＝
２
１
３
３

　

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
、
平
成
２８
年
１２
月
１６
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が

存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の
進
展
に
伴

っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
が
生

じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
部
落
差
別
は
許

さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、

部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
部
落
差
別
の

な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及
に
よ

り
情
報
の
発
信
や
取
得
が
容
易
と
な
る
中
、

部
落
差
別
に
つ
な
が
る
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
流
れ
る
な
ど
、
新
た
な
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体

は
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
適
切
な
役

割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
連
携
を
図
り
つ
つ
、

そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
講
ず
る

こ
と
が
責
務
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
部
落
差
別
に
関
す
る
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の

教
育
お
よ
び
啓
発
を
行
う
よ
う
努
め
、
実
態

調
査
を
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
国
民
が
等
し
く
基
本
的
人
権
を
享

有
す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

主
管
課
＝
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
　
　
　

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

　
　
　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

a
６
月
２６
日
㈪
〜
７
月
２
日
㈰
、
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
７
時
（
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
）　

g
さ
い
た
ま
地
方
法

務
局
と
埼
玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
強
化
週
間
を
設
け
通
常
の
受
付
時
間
を

延
長
し
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
厳

守　

h
無
料　

b
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
☎
０
４
８
＝
８
５
９
＝
３
５
０
７

不正大麻・
けし
撲滅
運動

ワ
ン
!!

□
油
長
内
蔵
で
「
シ
ニ
ア
生
き
が
い

ま
ち
蔵
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す

a
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
、
午
後
１

時
〜
５
時　

d
油
長
内
蔵
（
越
ヶ
谷

３
の
２
の
１９
の
５
）　

g
自
分
の
人

生
や
生
き
が
い
を
考
え
る
シ
ニ
ア
世

代
の
人
た
ち
が
気
軽
に
集
え
る
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す
。
併

せ
て
、
親
の
介
護
や
介
護
離
職
、
相

続
や
成
年
後
見
の
問
題
な
ど
シ
ニ
ア

世
代
の
幅
広
い
悩
み
事
に
社
会
福
祉

士
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
シ
ニ
ア
お

悩
み
相
談
処
」
も
開
催
し
ま
す　

b

油
長
内
蔵
運
営
協
議
会
・
根
岸
☎
０

９
０
＝
８
０
４
６
＝
６
９
８
５

□
10
月
の
日
曜
日
分
野
球
場
貸
し
出

し
（
抽
選
）
希
望
者
の
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
に
登
録
し

て
い
る
越
谷
市
内
の
チ
ー
ム
（
登
録

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
申
請
が
必
要

で
す
）　

e
７
月
１
日
㈯
〜
６
日
㈭

に
電
子
申
請
で
申
し
込
み
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３

＝
９
２
８
４

□
市
民
の
応
募
作
品
で
創
る
文
化
総

合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―
越
谷
文

化
」
第
35
号
発
売
中

〈
内
容
〉　

随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
小

説
・
評
論
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
・
写
真
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生

に
よ
る
作
文
や
ス
ケ
ッ
チ
等
を
掲
載

〈
価
格
〉　

７
０
０
円

〈
販
売
場
所
〉　

生
涯
学
習
課
（
第

二
庁
舎
４
階
）
、
旧
東
方
村
中
村
家

住
宅
、
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
、

市
立
図
書
館
、
南
部
図
書
室
、
こ
し

が
や
能
楽
堂
、
市
立
病
院
内
売
店
、

三
秀
堂
書
店
（
蒲
生
茜
町
）
、
博
文

堂
書
店
（
千
間
台
東
）
、
ほ
ん
の
い

え
宮
脇
書
店
越
谷
店
（
東
大
沢
）
、

明
詩
社
書
店
（
越
ヶ
谷
）
、
文
之
堂

（
越
ヶ
谷
）
、
タ
イ
ム
ク
リ
ッ
プ
北

越
谷
店
（
大
沢
）

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０

７□
ス
ト
ッ
プ
　
ザ
　
不
法
電
波
！

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
〜
１０
日

を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
」
と
し
て
、
電
波
を
正
し

く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周

知
・
啓
発
活
動
お
よ
び
不
法
無
線
局

の
取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

b
関
東
総
合
通
信
局　

不
法
無
線
局

に
よ
る
混
信
・
妨
害
は
☎
０３
＝
６
２

３
８
＝
１
９
３
９
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
の
受
信
障
害
は
☎
０３
＝
６
２
３
８

＝
１
９
４
５

□
平
成
28
年
度
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
環

境
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
調
査
の
結
果
概
要

〈
大
気
〉　

▽
測
定
地
点…

市
役
所

屋
上　

▽
結
果…

年
平
均
値
お
よ
び

す
べ
て
の
測
定
で
環
境
省
の
定
め
た

環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た

〈
河
川
水
質
・
底
質
〉　

▽
測
定
地

点…

①
新
方
川
（
昭
和
橋
）　

②
綾

瀬
川
（
綾
瀬
川
橋
）　

③
大
落
古
利

根
川
（
ふ
れ
あ
い
橋
）　

④
元
荒
川

（
中
島
橋
）　

▽
結
果…

水
質
は
、

①
②
は
年
平
均
値
が
環
境
基
準
を
上

回
っ
て
お
り
、
③
④
は
年
平
均
値
が

環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

底
質
（
川
底
の
た
い
積
物
な
ど
）

は
、
す
べ
て
の
地
点
に
お
い
て
環
境

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た

〈
地
下
水
〉　

▽
測
定
地
点…

伊
原

一
丁
目
（
１
地
点
）　

▽
結
果…

環

境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た

〈
土
壌
〉　

▽
測
定
地
点…

恩
間

（
１
地
点
）　

▽
結
果…

環
境
基
準

を
下
回
っ
て
い
ま
し
た

○
今
後
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
今
後
も
環
境
調
査
を
継

続
し
、
一
般
環
境
中
の
汚
染
状
態
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
情
報
の
収
集
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

６


